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 地域活動推進部門 

いよいよ動き出した国民会議 

CNCP 常務理事地域活動推進部門担当 

東京都市大学 皆川 勝 
 

本 CNCP 通信の Vol.32 において「『インフラメ

ンテナンス国民会議』発足」と題して有岡常務理事

から，Vol.33において「『インフラメンテナンス国

民会議』近畿本部の発足」として小谷義博氏からそ

れぞれ，設立時の構想と関係者の思い，並びに，近畿

本部フォーラムにおける取組が紹介されました．こ

こでは，全体像ならびに先行的取り組みを紹介する

と共に，本部門として担うこととなった「市民参画

フォーラム」の狙いを紹介します． 

国民会議は，産官学民のプラットフォームであり，様々な主体が参画し，理念の普及，課題の解決及びイ

ノベーションの推進を図るものです．取り組みとしては，①革新的技術の発掘と社会実装，②企業等の連携

の推進，③地方自治体への支援，④インフラメンテナンスの理念の普及，⑤インフラメンテナンスへの市民

参画の推進が挙げられています．組織としては，上図にあるように実行委員会のもとに企画部会と広報部会

を置き，また，自治体支援・海外市場展開・革新的技術・技術者育成・市民参画・近畿本部の各公認フォー

ラムを置いています．国民会議設立を機に，早速の試みとして「インフラメンテナンス大賞」が創設され，

国土交通省・総務省・文部科学省・厚生労働省・農林水産省・防衛省が主催して，特に優れた取り組み・技

術開発を表彰します．各省大臣賞を含む重みのある賞となっています．本年度の応募期限は過ぎております

が，次年度以降，積極的な応募が期待されています． 

上記 6 つのフォーラムのうち CNCP 自治体インフラメンテ研究会としては、国民会議設立準備段階でと

くに市民参画の受容性を強調したこともあり、そのフォーラムの事務局を担うことになりました。インフラ

メンテナンスへの市民参画と言ったときに，よく話題になる取り組みに，地域において経験豊富な市民が橋

の変状などを点検する橋守の活動や，市民が公共物に異変があったときに自治体に報告する活動などがあり

ます．これらの活動は，特にインラに関わる技術者不足や予算不足に悩む中小自治体などでは一定の要望が

あると思われ，制度的な課題は大きくないと思います． 

一方，市民の財産であるインフラのメンテナンス

に関わる意思決定・政策決定等には、納税者であり

インフラの受益者である市民の意見をどう取り入

れていくかが財政難の中小自治体にとっては重要

な課題となります。技術者や自治体職員は謙虚に市

民の声に耳を傾け，すべての情報を包み隠さず公開

し理解されるまで説明を尽くして施策をまとめ実

施してゆくことが求められています．このフォーラ

ムでは，これまでの意思決定に関わる市民参画の成

功事例から学びとり，そこから得た知見をインフラ

メンテナンスに活用して，各地域で市民と行政の協

働が促進するための土台つくりをしたいと考えて 

います． 

 

◆部門活動紹介 

連絡先は（minatororo@gmail.com 皆川勝） 


